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 概要
講師の皆様へ

本ドキュメントでは、SolidWorksユーザーの皆様にSolidWorks Motion Simulation剛
体キネマティックおよびダイナミック ソフトウェア パッケージを紹介します。

このレッスンには、以下のような特定の目的があります :
1 剛体キネマティックおよびダイナミック解析の基本的な考え方、およびそれ

らのメリットを紹介する。

2 使いやすさ、およびこれらの解析を実行する簡潔なプロセスを説明する。

3 剛体キネマティックおよびダイナミック解析の基本的なルールを紹介する。

このドキュメントは、SolidWorks Instructor Guide のレッスンと同様に構築されて

います。このレッスンには、SolidWorks Motion Simulation 学生用ワークブックに対

応するページがあります。

教育版カリキュラムおよびコースウェア DVD

このコースでは、教育版カリキュラムおよびコースウェア DVD が用意されてい

ます。

DVD をインストールすると、SolidWorks Curriculum_and_Courseware_2009
という名前のフォルダーが作成されます。このフォルダーには、このコースやその

他のいくつかのコースのディレクトリがあります。

注記：このレッスンは、SolidWorks Motion Simulation の機

能をすべて説明するものではありません。あくまで

も、剛体キネマティックおよびダイナミック解析の

基本的な考え方、それらのメリットを紹介し、使い

やすさ、および実行する場合の簡潔なプロセスを説

明するものです。
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概要
また、受講者用のコース資料も SolidWorksからダウンロー

ドできます。タスク パネルのSolidWorks リソース タブをク

リックし、Student Curriculum を選択します。

希望のコースをダブルクリックし、ダウンロードします。ZIPファイルをダウン

ロードするには、Ctrlキーを押したままコースを選択します。Lessonsファイルに

は、レッスンを完了するために必要となる部品があります。Student Guideには、コー

スの PDF ファイルがあります。

また、講師用のコース資料をSolidWorksウェブ サイトからダウンロードすること

も可能です。タスク パネルの SolidWorks リソース タブをクリックし、Instructors
Curriculum を選択してください。これにより、以下に示す教材リソースのページ

に進めます。
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概要
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概要
SolidWorks Simulation 製品群

このコースは、SolidWorks Motion Simulationを使用した剛体ダイナミックの紹介に重

点を置いていますが、その完全な製品群は幅広い解析分野を対象としています。

以下の段落に、提供されている SolidWorks Simulation パッケージとモジュールを

完全に記します。

静解析スタディは、静荷重のかかる部品やアセンブリ

の線形応力解析に向けた手段となります。このスタ

ディ タイプを使用して解決できる代表的な問題は、以

下のものです。

部品は通常の使用荷重で壊れないだろうか？

モデルは過剰設計されていないだろうか？

設計を変更して安全率を高められないだろうか？

座屈解析スタディは、圧縮時に荷重のかかる薄い部品のパフォーマンス

を解析します。このスタディ タイプを使用して解決できる代表的な問

題は、以下のものです。

容器の脚には十分な強度があるため降伏しません。しかし、安定性が失

われたために崩壊しないほどの強度はあるだろうか？

設計を変更してアセンブリ内にある薄い構成部品の安定性を確保するこ

とはできるだろうか？

固有値解析スタディは、固有モードと固有値の解析に向

けた手段となります。これは、静的または動的な方法で

荷重のかかる設計または構成部品の多くにとって不可欠

なものです。このスタディ タイプを使用して解決できる

代表的な問題は、以下のものです。

部品は通常の使用荷重で共振するだろうか？

構成部品の固有値特性は所定の用途に適しているだろうか？

設計を変更して固有値特性を改善できないだろうか？

熱解析スタディは、熱伝導、対流、輻射を使用する熱

伝達の解析に向けた手段となります。このスタディ タ
イプを使用して解決できる代表的な問題は、以下のも

のです。

温度の変化はモデルに影響するだろうか？

温度変動のある環境ではモデルはどのように動作する

だろうか？

モデルが冷却または過熱するまでには、どのくらいの時間がかかるだろうか？

温度の変化はモデルが膨張する原因となるだろうか？

温度の変化による応力は製品が壊れる原因となるだろうか？（この問題を解決す

るには、静解析スタディと熱解析スタディを組み合わせて使用します）
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概要
落下試験スタディは、障害物に衝突する可動部品ま

たは可動アセンブリの応力を解析するために使用し

ます。このスタディ タイプを使用して解決できる代

表的な問題は、以下のものです。

製品が輸送中に手荒く扱われた、または落とされた

場合はどうなるだろうか？

硬い木製の床、カーペット、コンクリートに落とさ

れた場合、製品はどのように挙動するだろうか？

最適化スタディは、初期の設計を最大応力、重さ、最適な固有値

等の選択した基準のセットに基づいて改善（最適化）するために

適用されます。このスタディ タイプを使用して解決できる代表的な

問題は、以下のものです。

設計意図を保ちながらモデルの形状を変更できるだろうか？

パフォーマンスの強度を損なうことなく、設計の軽量化、小型化、

コスト削減を行えるだろうか？

疲労解析スタディは、長期にわたり繰り返し荷重のか

かる部品やアセンブリの耐性を解析します。このスタ

ディ タイプを使用して解決できる代表的な問題は、以

下のものです。

製品の寿命を正確に予測できるだろうか？

現在の設計を変更することは、製品の寿命を延ばすの

に役立つだろうか？

長期にわたり変動する力または温度荷重にさらされた

場合、モデルは安全だろうか？

モデルの再設計は、変動する力または温度によって引き起こされる破損を最小化

するのに役立つだろうか？

非線形解析スタディは、極端な荷重および /または大きな変形が生

じる部品やアセンブリの応力を解析する手段となります。このス

タディ タイプを使用して解決できる代表的な問題は、以下のもの

です。

ゴム（例えば、O リング）またはフォーム製の部品は、所定の荷

重下で正しく動作するだろうか？

通常の使用条件下でモデルに過度な曲げが生じないだろうか？
SolidWorks Motion Simulation 講師用ガイド 5



概要
動解析スタディは、時間によって異なる荷重の強制されるオ

ブジェクトを解析します。代表的な例は、車両に取り付けられ

た構成部品の衝撃荷重、振動力による荷重のかかるタービン、

ランダムに荷重のかかる航空機の構成部品等になります。線

形解析（小さな構造変形、基本的な材料モデル）および非線

形解析（大きな構造変形、極端な荷重と高度な材料）の両方

を利用できます。このスタディ タイプを使用して解決できる代表的な問題は、

以下のものです。

車両が路面にある大きなくぼみに衝突した場合、衝撃荷重のかかる取り付け部品

は安全に設計されているだろうか？このような場合、取り付け部品はどの程度変

形するだろうか？

Flow Simulation は、部品やアセンブリの周囲または内部を移動する

流体の挙動と効果の解析を可能にします。また、流体と固体の両

方の熱伝導も考慮されます。その後、圧力と温度効果を SolidWorks
Simulationスタディに転送し、応力解析を続けることも可能です。

このモジュールを使用して解決できる代表的な問題は、以下のも

のです。

移動する流体の速度が速すぎるため、設計内で問題が起きないだろうか？

移動する流体の温度は熱すぎる、または冷たすぎるだろうか？

製品の熱伝導は効率の良いものだろうか？これを改善できるだろうか？

システム内を移動する流体の設計はどのくらい効果的だろうか？

複合モジュールは、ラミネート加工された複合材料から

製造された構造をシミュレートします。

このモジュールを使用して解決できる代表的な問題は、

以下のものです。

複合モデルは所定の荷重下で壊れるだろうか？

強度と安全性を損なうことなく、複合材料を使用して構

造を軽量化できるだろうか？

層状複合体のラミネートは剥離するだろうか？
SolidWorks Motion Simulation 講師用ガイド 6



2

 SolidWorks Motion の基本的な機能
このレッスンの目的

SolidWorks を使用して、3D モデリングを補完するツールとして、キネマティック

解析とダイナミック解析を紹介します。このレッスンを終了すると、受講者は、

メカニズム動作の基本的な考え方、また速度、加速度、力、モーメントなど、

SolidWorks Motionの重要な設計パラメータの決定方法を理解できるようになりま

す。受講者は、設計プロセスにおける 3D モデリングとメカニズム解析の統合した

能力を理解できるようになります。

学習課題を用い、メカニズム解析を紹介します。このレッスンの学習課題は、受

講者に初めの手順を少し教えながら、この課題をすべて終了するように導くこと

を目的としています。このコンセプトを背景に、これらの手順は、最小の説明で

実行されます。

SolidWorks Motionを使って設計されたメカニズムを正確にシミュレーションする

適切な方法を受講者に説明します。
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SolidWorks Motion の基本的な機能
概要

ディスカッション

学習課題 - 4 バー メカニズムのモーション解析

• 4Bar.SLDASM ドキュメントを開く

• SolidWorks Motion メニューを確認する

• モデルの説明

• SolidWorks Motion Manager に切り替える

• 固定および可動構成部品を指定する

• SolidWorks アセンブリ合致でモーションを駆動する

• モーション入力を指定する

• シミュレーションを実行する

• 結果を表示する

• 軌跡を作成する

5 分間テスト

ディスカッション - モーションを生成するのに必要なトルクを計算する 
追加課題 - 形状を変更する

課題とプロジェクト - 考察 
レッスンのまとめ
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SolidWorks Motion の基本的な機能
ディスカッション

近くにあるメカニズムを指定し、それがどのように作動するかを受講者に質問し

てください。モーション シミュレーション ソフトウェアがエンジニアにどのよ

うに有益かを受講者に質問してください。受講者は、4 バーのリンクについて説明

することができます。

答え

モーション シミュレーション ソフトウェアは、可動構成部品上の変位、速度、

加速度について調べます。例えば、4 バーのリンクをシミュレーションすることに

よって、受講者は、各リンクのパラメータを調べることができます。

また、モーション シミュレーション ソフトウェアは、さらに各合致に作用する

反作用力 / モーメントを提供します。この情報は、エンジニアが 4 バーのメカニ

ズムを駆動するために必要なトルク量を知るために役立ちます。

各構成部品に作用する反作用力と実質に働く力は、SolidWorks Simulation の応力

解析にエクスポート可能であり、構成部品に対するそれらの影響（変形と応力）

を解析することができます。

モーションシ ミューレーション ソフトウェアは、メカニズムの機能に必要なスプ

リング、ダンパおよびカムの設計に役立ちます。また、メカニズムのモーション

の駆動に必要なモーターとアクチュエータの大きさを決定することができます。

追加課題

構造分析に関して、特定のオブジェクト（その応力はSolidWorks Simulationで解析）

に作用する力はどのように決まるか受講者に尋ねてください。その力は常に分

かっていますか、それとも方程式から推測された力ですか ?

答え

メカニズムに関する問題では、これらのロードは既知であるかあるいは無視する

ことができます。4 バーのリンク メカニズムの例では、回転の角速度が小さい場

合、リンクに作用する実質に働く力は小さく無視することができます。ただし、

エンジンのシリンダやピストンのような高速動作するメカニズムでは、力は大き

くなり無視することができません。これらの力を決定するために、SolidWorks
Motion のシミュレーションを使い、これらの力を SolidWorks Simulation の応力解

析にエクスポートし、構成部品の構造的完成度を調べます。
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SolidWorks Motion の基本的な機能
学習課題 - 4 バー メカニズムのモーション解析

SolidWorks Motion Simulationを使用して、下に表示された4Bar.SLDASMアセンブ

リのモーション解析を実行します。緑のリンクは、時計回り方向で 1秒で、45度の

角変位が与えられています。次に、時間の関数として、他のリンクの角速度およ

び加速度の決定が必要となります。ディスカッションの課題として、このモー

ションを引き起こすために必要とされるトルクを計算します。

以下の手順に従ってください。

4Bar.SLDASM ドキュメントを開く

1 ファイル(File)、新規(Open) をクリックする。開く(Open)ダイアログ ボックス

で対応する SolidWorks Curriculum_and_Courseware_2009フォルダー

にある4Bar.SLDASMアセンブリまで参照し、開く (Open)をクリックするか、

または部品をダブルクリックします。

SolidWorks Motion アドインをチェック

SolidWorks Motion アドインがアクティブであることを確認してください。

手順：

1 ツール (Tools)、アドイン (Add-Ins) をクリックします。アドイン (Add-Ins) ダイア

ログ ボックスが表示されます。

2 SolidWorks Motionの横にあるチェックボックスがチェックされていることを確

認します。

3 OK をクリックします。
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SolidWorks Motion の基本的な機能
モデルの説明

このモデルは、代表的な 4バーのリンク メカニズムを表わしています。ベース部

品は、固定され移動することができません。常に水平に位置し、実際には、グラ

ウンドへ固定されます。他の 3 つのリンクは、互いに接続されており、さらにピ

ンでベースとも接続されています。リンクは、同じ平面をピンで動くことがで

き、平面モーション以外は許されていません。SolidWorks でこのメカニズムをモ

デリングする場合は、適所に部品を置くための合致を作成します。SolidWorks
Motionはこれらの合致を内部ジョイントに変換します。各合致には、関連付ける

ための自由度があります。例えば、同心円合致には、2 つの自由度（並進と軸を

中心とする回転）しかありません。合致と自由度に関する詳細については、

SolidWorks Motion Simulation のオンライン ヘルプを参照してください。

リンク

合致駆動の

Base

ジョイント
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SolidWorks Motion の基本的な機能
SolidWorks Motion Manager に切り替える

左下にあるアニメーション1タブをクリックし、SolidWorks Motionに切り替えます。

SolidWorks Motion は SolidWorks Animator を最大限に活用しており、

SolidWorksMotionManagerのルックアンドフィールはSolidWorks Animatorの
それと非常に近いものとなっています。

固定および可動構成部品を指定する

SolidWorks Motion では固定構成部品と可動構成部品の識

別が、それらの構成部品のSolidWorksモデル内における固

定 (Fix)/ 非固定 (Float) ステータスにより行われます。今回

の例では、Base 構成部品が固定され、他の 3 つのリンク

が可動状態にあります。
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SolidWorks Motion の基本的な機能
SolidWorks アセンブリ合致から内部ジョイントを自動作成する

このメカニズムの動きは SolidWorksの合致

により完全に定義されます。

モーション入力を指定する

次に、モーションを、リンクの 1 つに定義します。この例では、Base を中心に

Link2を45度右回りに回転します。これを実現するために、Baseとのピン結合

をシミュレートする同心円合致の位置でLink2に対して回転モーションを適用し

ます。角変位は1秒で完了する必要があります。ステップ関数を使用して Link2
が 0 度から 45 度まで円滑に回転するように設定します。

モーター(Motor)アイコン  をクリックし、モーター(Motor)ダイアログを開きます。

モーター タイプ (Motor Type) で

回転モーター(Rotary Motor) を選

択します。

構成部品 / 方向 (Component/
Direction)でBaseにピン結合さ

れた Link2 の円筒面を選択し

ます。選択された円筒面の中

心により、モーターのデフォ
ルト位置も決定されます。

モーション (Motion) で方程式

(Expression)、変位(Displacement)
を選択し、以下の関数を入力し

ます：STEP(TIME,0,0D,1,45D)。
SolidWorks Motion Simulation 講師用ガイド 2-7



SolidWorks Motion の基本的な機能
詳細オプション (More Options) の下にある 3 つのフィール

ドは、デフォルトのモーター位置の変更、別の可動部品

に関連したモーションが規定されるか否かの指定、およ

びSolidWorks Simulationの応力解析に対する荷重ベアリン

グ面の指定を行うものです。

Link2 は固定された Base に対して動作させるため、最

初のフィールドである次に関連して動作する構成部品

(Component to move relative to) は空白のままにします。

構成部品 / 方向 (Component/Direction) で指定された円筒面により決定されている

デフォルトのモーター位置は適切なものです。したがって詳細設定オプション

(More options)のモーター位置(Motor location)についても空白のままとなります。

OK をクリックしモーター(Motor) ダイアログを閉じます。

モーション解析のタイプ

SolidWorksでは3種類のアセンブリ モーション シミュレーションが提供されます：

1 アニメーション (Animation) は、構成部品の慣性プロパティ、接触、集中荷重等

を無視した単純なモーション シミュレーションです。このシミュレーション

は、合致の妥当性検証等に適しています。

2 Basic Motion は、例えば構成部品の慣性プロパティ等を考慮することにより、

ある程度のリアリズムを提供します。ただし、外部的に適用された集中荷重

は認識されません。

3 Motion Analysis は最も高度なモーション解析ツールであり、慣性プロパティ、

外部集中荷重、接触、合致衝突等のあらゆる解析要素を反映するものです。

SolidWorksMotionManager の左側にあ

るスタディのタイプ (Type of Study) でMotion
Analysis を選択します。
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シミュレーション時間

モーション シミュレーションのシミュレーション時間は、SolidWorksMotionManager
の最上部にあるタイムラインにより決定されます。SolidWorksMotion はデフォル

トの解析時間を 5 秒に設定しているため、このパラメータは変更する必要があり

ます。

最上部タイムライン

のエンド時間キーを

5秒から1秒の位置に

移動してください。

シミュレーションを実行する

SolidWorksMotionManagerで計算 (Calculate)アイコン  をクリックします。

計算中のモーション シミュレーションに注意してください。

結果を表示する

最初に Link1の角速度と角加速度をプロットします。

結果とプロット (Results and Plots)アイコン  をクリックし結果 (Results)ダイア

ログを開きます。

結果 (Results) において変位 / 速度 /
加速度 (Displacement/Velocity/
Acceleration)、角速度 (Angular 
Velocity)、および大きさ (Magnitude)
を選択します。

同様に結果(Results)においてLink1
を選択します。（合致や部品が選

択されると、SolidWorksMotion は

結果が出力されるデフォルトの座

標系を表示します）。

XYZ 方向を定義する構成部品（オプ

ション）(Component to define XYZ
directions(optional))フィールドは、

他の可動構成部品の局所座標系に

対するプロット結果を参照するた

めに使用します。図のようなデ

フォルトの座標系による結果をプロットするには、このフィールドを空白のまま

にします。
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OK をクリックしプロットを表示します。

上のプロットはLink1に対する質量の中心の角速度の変動を時間に対して示した

ものです。

前述の手順を繰り返し、Link1の質量の中心に対する角加速度(Angular Acceleration)
の大きさ (Magnitude) をプロットします。

この結果から最大の角速度である6 deg/secおよび最大の角加速度である38 deg/sec^2
が確認できます。

同様に、Link2と Link3の質量の中心における角速度と角加速度のプロットも作

成してください。
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結果プロットの格納と編集

生成された結果プロット フィーチャーは、

SolidWorksMotionManager の下部に新たに作成

される結果フォルダーに格納されます。

任意のプロット フィーチャーを右クリックする

と、プロットの非表示と表示、および設定の編

集が可能です。

軌跡を作成する

SolidWorksMotion では、可動パーツの様々な点がトレースするパスをグラフィカ

ルに表示できます。これは、軌跡と呼ばれます。任意の固定部品を参照したり、

あるいはアセンブリ内にある任意の可動構成部品を参照して軌跡を作成すること

ができます。ここでは、Link1構成部品の点に対する軌跡を作成します。

軌跡を作成するには結果とプロット (Results and Plots)アイコンをクリックします。

結果 (Results) ダイアログにおいて変位 /
速度 / 加速度 (Displacement/Velocity/
Acceleration) と軌跡 (Trace Path) を選択

します。

最初の選択フィールドにおいてLink1の
円形エッジを選択することで、円の中心

点を特定します。画面上には、該当する

点に対して座標系が表示されます。
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軌跡はデフォルトで固定されたグラウンドに対して表示されます。他の可動構成

部品に対する軌跡を表示するには、この参照構成部品を同じ選択フィールドで第 2
のアイテムとして選択する必要があります。

OK をクリックし結果 (Results) ダイアログを閉じます。

計算 (Calculate) アイコンをクリックし軌跡をプロットします。

これで、SolidWorksMotion による最初のシミュレーションが終わります。
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5 分間テスト - 答え

1. SolidWorks Motion セッションを開始するにはどうしますか？

答え：Windows タスクバーで、スタート (Start)、プログラム (Programs)、SolidWorks、
SolidWorks アプリケーション (SolidWorks Application) をクリックします。SolidWorks
アプリケーションが開始されます。SolidWorks のドキュメント ウィンドウの下方に

ある SolidWorks Motion Manager タブ（デフォルトの名前はアニメーション 1）をク

リックします。

2. SolidWorks Motion アドインのアクティブ化はどのように行いますか？

答え：ツール(Tools)メニューからアドイン(Add-Ins)をクリックし、SolidWorks Motion
をチェックした後、OK をクリックします。

3. SolidWorksで利用可能なモーション シミュレーションの種類を挙げてください。

答え：SolidWorksでは次の3種類のモーション シミュレーションが提供されます：

アニメーション、Basic Motion、Motion Analysis。

4. 解析とは何ですか ?

答え：解析とは、実際に設計がどのように実行されるかをシミュレーションする

プロセスです。

5. 解析はなぜ重要ですか ?

答え：解析によって、高品質の製品を、安価にまた安全に設計することができま

す。従来の費用がかかる設計サイクルを短くすることにより、時間と費用の節約

ができます。

6. SolidWorks Motion の解析は何を計算するのですか ?

答え：モデルが動く際の、変位、速度、加速度および反力を計算します。

7. SolidWorks Motionは、部品を剛体として仮定しますか、それともフレキシブル

として仮定しますか ?

答え：SolidWorks Motionは、剛体のみの解析を行いますので、すべての部品を剛

体として仮定します。

8. モーション解析は、なぜ重要ですか ?

答え：モーション解析によって、設計内容の動作条件下における安全性、経済性

が分かります。
SolidWorks Motion Simulation 講師用ガイド 2-13



SolidWorks Motion の基本的な機能
9. モーション解析を実行する際の主要なステップは何ですか ?

答え：主要なステップは以下のとおりです : SolidWorks におけるメカニズムの作

成（合致の作成）、駆動部品に対するモーションの適用、シミュレーションの実

行、および結果の表示。

10. 軌跡とは何ですか ?

答え：軌跡とは、可動パーツの任意の点がトレースするパスまたは軌道です。

11. SolidWorks の合致は SolidWorks Motion のモデル内で使用されますか？

答え：はい。SolidWorks Motionでは、内部ジョイントの自動生成にSolidWorksの
合致が使用されます。すなわち、合致によりシミュレーション対象となるメカニ

ズムが定義されます。
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ディスカッション - 4 バー メカニズムの駆動に必要なトルクの計算

4 バー メカニズムの駆動リンクに、角運動がどのように与えられたかを受講者に

質問してください。多くの場合、そのようなメカニズムはモーターによって駆動

されます。モーターの大きさを特定する場合に重要となるパラメータの 1 つはそ

こで生成されるトルクであり、この値はSolidWorks Motionの標準的な出力の 1つ
として確認できます。このトルクを特定すれば、アプリケーションに適切なモー

ターを選択する際に役立ちます。

SolidWorks Motion から、トルクはどのように計算されますか ?

答え

結果とプロット (Results and Plots)アイコンをクリックし結果 (Results)ダイアログ

を開きます。

力(Forces)、適用トルク(Applied Torque)、大きさ(Magnitude)
を指定し、メカニズム（この例ではLink2に対して1秒で

45度の角変位を与えています）を駆動するRotaryMotor1
フィーチャーを選択します。

OK をクリックし、プロットを生成します。

必要とされるトルクは、約 110 N-mm です。
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追加課題 - 形状を変更する

受講者に対し、以下の画像のような 4バー メカニズムが得られるようにLink3の
形状を変更させます。SolidWorks Motion を使い、このメカニズムを駆動するため
に必要とされる新しいトルクを受講者に計算させます。角速度には同じ 45 deg/sec
の一定な入力を使用します。新しい駆動トルクは高くなりますか、それとも、低
くなりますか？また、それはなぜですか？

答え

1 SolidWorksドキュメント ウィンドウの下
方にあるモデル (Model)タブをクリックし
ます。

2 部品 Link3を開きます。

3 SolidWorksのフィーチャー ツリーでExtrude5フィーチャーを抑制解除(Unsuppress)
します。

4 Link3を保存し、部品を閉じます。

5 次回、4 バーのアセンブリを開くと、アセンブリは更新されています（アセン
ブリを更新するように求められたら、はい (Yes) を選択してください）

6 ここでSolidWorks Motionに移行（SolidWorksドキュメント ウィンドウの下方にあ
るアニメーション1タブをクリック）します。すべての合致が保持されている点
に注目してください。また、Link2の角運動が同じであることを確かめます。

7 計算 (Calculate) アイコンをクリックします。

8 トルクをプロットして新たに必要となる大きさを決定します。

必要な駆動トルクは大きくなりました。これは Link3 が重くなり、メカニズ
ムの駆動により大きなトルクが必要となるためです。
SolidWorks Motion Simulation 講師用ガイド 2-16



SolidWorks Motion の基本的な機能
課題とプロジェクト - スライダー クランク メカニズム

ここでは SolidWorks Motion によるスライダー クランク メカニズムのシミュレー

ション方法を確認します。往復運動部品の質量の中心における速度および加速度

の計算がゴールとなります。

作業手順

1 SolidWorks Curriculum_and_Courseware_2009フォルダーの対応する

サブフォルダーにある SliderCrank.sldasm を開くには、開く (Open) をクリック

するか、または部品をダブルクリックします。

このモデルはクランクの回転運動をスライダーの往復運動に変換するスライ

ダー クランク メカニズムに対応するものです。クランクは 1 秒当たり 360 度
の一定速度で回転します。

2 アセンブリ内の固定部品と可動部品を確認します。

答え：SolidWorksで固定されている部品はSolidWorks Motionにおいても固定部

品として取り扱われます。今回の例ではGroundおよびBasePartが固定され、

残りの構成部品は可動部品となります。

3 Crankに対して 360 deg/sec の一定な回転速度を設定します。このモーション

は、BasePart/Crank のピン位置に指定します。（モーターの速度フィール

ドには、360 deg/sec という値を直接入力することが可能です。この値は

SolidWorks Motion で RPM に変換されます）。

答え：以下を実施してください。

• モーター(Motor)アイコンをクリックしモーター(Motor)ダイアログを開きます。
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• モーター タイプ (Motor Type) で回転モー

ター(Rotary Motor) を選択します。

• 構成部品/方向(Component/Direction)で図

に示す円筒面を選択します。

• モーション (Motion) で一定速度 (Constant
Speed)を選択し、360 deg/secを入力し

ます。

• OK をクリックします。

4 シミュレーションを実行する。

答え：SolidWorks MotionManagerで計算 (Calculate)アイコンをクリックします。

スタディのタイプ (Type of Study)フィールドがMotion Analysisに設定されている

ことを確認します。

5 MovingPartの速度と加速度を特定してください。

答え：以下を実施してください：

• 結果とプロット (Results and Plots)アイコンをクリックし結果 (Results)ダイア

ログを開きます。

• 変位 / 速度 / 加速度 (Displacement/
Velocity/Acceleration)、線形速度

(Linear Velocity)、および X 成分

(X Component) を選択します。

• MovingPartの任意の面を選択します。

• OK をクリックし、プロットを生成します。

加速度の X 成分に対するプロットについても同様にプロットします。
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Lesson 1 用語に関するワークシート - 答え

名前：_______________________________ クラス：_________ 日付：_______________

指示：空白に該当する言葉を記載してください。

1. SolidWorks によりモデルを作成し、プロトタイプを製造し、その内容をテスト
する手順：従来の設計サイクル

2. SolidWorks Motionにより使用されるモーション解析手法：剛体キネマティック
解析とダイナミック解析

3. 2 つの部品を結合し、部品間の相対動作の決定も行う要素：合致

4. フリー ボディには幾つの自由度がありますか？：フリー ボディには6つの自由度
（3 つの並進、3 つの回転）があります

5. 同心円合致には幾つの自由度がありますか？：同心円合致には 2 つの自由度
（軸を中心とした回転、軸に沿った並進）があります

6. 固定部品には幾つの自由度がありますか？：0 です。固定部品はいかなる方向
へも回転や移動を行えません

7. 可動部品上の任意の点が描くパス：軌跡

8. グラウンドに対して往復運動を行うシリンダが描く軌跡の形状：直線

9. 同心円合致に対して与えられるモーション タイプ：角変位、並進変位、角速
度、並進速度、角加速度、並進加速度 

10. SolidWorks Motion でギア動作に用いることが可能な合致：ギア合致

11. 回転運動を往復運動に変換する際に用いるメカニズム：ラックおよびピニオ
ン合致

12. ドライバで必要とされる必要入力トルクに対する駆動されたリンクで使用さ
れた出力トルクの割合：機械的倍率
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Lesson 1 テスト - 答え

名前：_______________________________ クラス：_________ 日付：_______________

指示：以下の質問に対し、正しい答え（複数の場合もあり）を記入しなさい。

1. SolidWorks Motion Manager と SolidWorks Feature Manager の切り替えはどのよう

に行いますか？

答え：SolidWorks のドキュメント ウィン

ドウで左下方でモデル(Model)タブまた

はアニメーション 1(Animation1) タブ

をクリックします。

2. SolidWorks Motionでは、どのようなタイプのモーション解析を実行することが

できますか？

答え：剛体キネマティック解析とダイナミック解析

3. SolidWorks Motionはどのようにして内部ジョイントの自動生成を行いますか？

答え：SolidWorks Motionの内部ジョイントはSolidWorksの合致から自動生成さ

れます。

4. 部品に対するモーションの割り当てはどのように行いますか ?
答え：モーター(Motor)アイコンをクリックし、モーター(Motor)ダイアログを開

きます。ダイアログボックスで、変位、速度および加速度を部品に対して指

定することができます。

5. 指定時間に回転モーションを部品へスムーズに指定する場合は、どのように

モーションを指定しなければなりませんか ?
答え：モーションは、指定時間でステップ関数として指定されます。

6. 点間の一致合致には幾つの自由度がありますか？

答え：点間の一致合致には、3つの自由度があります（X、Y、およびZ軸を中

心とする回転）。

7. 軌跡とは何ですか ?
答え：可動パーツの任意の点がトレースするパスまたは軌道。

8. 軌跡の使用例を 1 つ挙げてください。

答え：軌跡は、CAM 輪郭を生成するために使用することができます。
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レッスンのまとめ

SolidWorks Motionは、SolidWorksに完全統合された設計解析ソフトウェア（キネマティッ

クとダイナミック）です。

設計解析によって、高品質の製品を、安価にまた安全に設計することができます。

SolidWorks Motion は、すべての構成部品を剛体であると仮定します。

SolidWorks Motion では、SolidWorks 合致から内部ジョイントを自動的に作成します。

SolidWorks Motion は、アセンブリの他のボディを基準として、可動ボディの任意の点

に軌跡を作成することができます。

SolidWorks Motion で解析を実行する手順 :

• SolidWorks アセンブリを作成する。

• SolidWorks アセンブリ内でグラウンドとなる部品を固定する。

• ジョイントは、合致から自動的に作成される。

• モーションを部品に適用する。

• シミュレーションを実行する。

• 結果を検証する。
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